
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
複数の空港毎もしくは前記複数の空港の近傍都市毎の様子が撮影できる位置にそれぞれ設
置されたビデオカメラと、
前記複数の空港にそれぞれ設置されたディスプレイ装置と、
前記ビデオカメラおよび前記ディスプレイ装置とにパソコンを介して接続されたマルチキ
ャストルータとで前記複数の空港毎にサブネットを構成させ、
前記複数の空港毎に構成された前記サブネット間で前記ビデオカメラで撮影された映像を
マルチキャストパケットとして相互に配信させることを特徴とする空港間動画配信システ
ム。
【請求項２】
前記ビデオカメラは、屋外の様子を撮影する位置に設置させ、
前記ビデオカメラで撮影された前記映像を気象情報として配信させることを特徴とする請
求項１記載の空港間動画配信システム。
【請求項３】
前記ビデオカメラと前記ディスプレイ装置とでマルチキャストアドレスを用いてマルチキ
ャストグループを構成させ、
該マルチキャストグループに基づいて前記ビデオカメラで撮影された前記映像を配信させ
ることを特徴とする請求項１又は２記載の空港間動画配信システム。
【請求項４】
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前記ディスプレイ装置側に前記マルチキャストグループを選択するグループ選択手段を具
備することを特徴とする請求項１乃至３のいずれかに記載の空港間動画配信システム。
【請求項５】
複数の空港毎にビデオカメラとディスプレイ装置とマルチキャストルータとでサブネット
を構成し、
前記複数の空港毎もしくは前記複数の空港の近傍都市毎にそれぞれ設置した前記ビデオカ
メラで前記複数の空港毎もしくは前記複数の空港の近傍都市毎の様子をそれぞれ撮影し、
該撮影した映像を前記ビデオカメラにパソコンを介して接続された前記マルチキャストル
ータにより他の前記サブネットにマルチキャストパケットとして送信し、
該マルチキャストパケットを受信した前記サブネットの前記ディスプレイ装置に表示する
ことを特徴とする空港間動画配信方法。
【請求項６】
前記ビデオカメラにより屋外の様子を気象情報として撮影することを特徴とする請求項５
記載の空港間動画配信方法。
【請求項７】
前記ビデオカメラと前記ディスプレイ装置とでマルチキャストアドレスを用いてマルチキ
ャストグループを構成し、
該マルチキャストグループに基づいて前記ビデオカメラで撮影した前記映像を送信するこ
とを特徴とする請求項５又は６記載の空港間動画配信方法。
【請求項８】
前記ディスプレイ装置側で前記マルチキャストグループを選択することを特徴とする請求
項５乃至７のいずれかに記載の空港間動画配信方法。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、各空港間で動画データを配信する空港間動画配信システムおよび空港間動画配
信方法に関する。
【０００２】
【従来の技術】
従来、空港の待合室において、利用者サービスの一環として、目的地の気象情報を「天候
：晴れ、気温：１０度」といった文字情報で表示している。
【０００３】
【発明が解決しようとする課題】
しかしながら、従来技術では、文字情報のみで目的地の気象情報が表示されているため、
利用者には実感として伝わりにくく、どのように晴れているのか、どのように寒いのか、
という利用者が求める情報を伝えることができないという問題点があった。
【０００４】
本発明は斯かる問題点を鑑みてなされたものであり、その目的とするところは、目的地の
映像を利用者に提供することにより、利用者に目的地の気象情報を実感として伝えること
ができ、より良い利用者サービスを行うことができる空港間動画配信システムおよび空港
間動画配信方法を提供する点にある。
【０００５】
【課題を解決するための手段】
本発明は上記課題を解決すべく、以下に掲げる構成とした。
請求項１記載の発明の要旨は、複数の空港毎もしくは前記複数の空港の近傍都市毎の様子
が撮影できる位置にそれぞれ設置されたビデオカメラと、前記複数の空港にそれぞれ設置
されたディスプレイ装置と、前記ビデオカメラおよび前記ディスプレイ装置とにパソコン
を介して接続されたマルチキャストルータとで前記複数の空港毎にサブネットを構成させ
、前記複数の空港毎に構成された前記サブネット間で前記ビデオカメラで撮影された映像
をマルチキャストパケットとして相互に配信させることを特徴とする空港間動画配信シス
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テムに存する。
また請求項２記載の発明の要旨は、前記ビデオカメラは、屋外の様子を撮影する位置に設
置させ、前記ビデオカメラで撮影された前記映像を気象情報として配信させることを特徴
とする請求項１記載の空港間動画配信システムに存する。
また請求項３記載の発明の要旨は、前記ビデオカメラと前記ディスプレイ装置とでマルチ
キャストアドレスを用いてマルチキャストグループを構成させ、該マルチキャストグルー
プに基づいて前記ビデオカメラで撮影された前記映像を配信させることを特徴とする請求
項１又は２記載の空港間動画配信システムに存する。
また請求項４記載の発明の要旨は、前記ディスプレイ装置側に前記マルチキャストグルー
プを選択するグループ選択手段を具備することを特徴とする請求項１乃至３のいずれかに
記載の空港間動画配信システムに存する。
また請求項５記載の発明の要旨は、複数の空港毎にビデオカメラとディスプレイ装置とマ
ルチキャストルータとでサブネットを構成し、前記複数の空港毎もしくは前記複数の空港
の近傍都市毎にそれぞれ設置した前記ビデオカメラで前記複数の空港毎もしくは前記複数
の空港の近傍都市毎の様子をそれぞれ撮影し、該撮影した映像を前記ビデオカメラにパソ
コンを介して接続された前記マルチキャストルータにより他の前記サブネットにマルチキ
ャストパケットとして送信し、該マルチキャストパケットを受信した前記サブネットの前
記ディスプレイ装置に表示することを特徴とする空港間動画配信方法に存する。
また請求項６記載の発明の要旨は、前記ビデオカメラにより屋外の様子を気象情報として
撮影することを特徴とする請求項５記載の空港間動画配信方法に存する。
また請求項７記載の発明の要旨は、前記ビデオカメラと前記ディスプレイ装置とでマルチ
キャストアドレスを用いてマルチキャストグループを構成し、該マルチキャストグループ
に基づいて前記ビデオカメラで撮影した前記映像を送信することを特徴とする請求項５又
は６記載の空港間動画配信方法に存する。
また請求項８記載の発明の要旨は、前記ディスプレイ装置側で前記マルチキャストグルー
プを選択することを特徴とする請求項５乃至７のいずれかに記載の空港間動画配信方法に
存する。
【０００６】
【発明の実施の形態】
以下、本発明の実施の形態を図面に基づいて詳細に説明する。
【０００７】
図１は、本発明に係る空港間動画配信システムの実施の形態のシステム構成図である。
【０００８】
本実施の形態は、新千歳、羽田、大阪、福岡の各空港のそれぞれのネットワークを束ねる
マルチキャストルータＡ１、Ａ２、Ａ３、Ａ４と、新千歳、羽田、大阪、福岡の各空港の
それぞれの地域映像を撮影するビデオカメラＢ１、Ｂ２、Ｂ３、Ｂ４と、新千歳、羽田、
大阪、福岡の各空港において自空港以外の地域映像をそれぞれ表示するためのディスプレ
イ装置であるテレビＣ１１、Ｃ１２、Ｃ１３、Ｃ２１、Ｃ２２、Ｃ２３、Ｃ３１、Ｃ３２
、Ｃ３３、Ｃ４１、Ｃ４２、Ｃ４３とから構成され、各マルチキャストルータＡ１、Ａ２
、Ａ３、Ａ４間は、インターネット等の通信ネットワークで接続されている。
【０００９】
新千歳空港においては、ビデオカメラＢ１と、テレビＣ１１、Ｃ１２、Ｃ１３とは、図示
しないパソコンを介してマルチキャストルータＡ１とネットワークで接続されてサブネッ
トＤ１を構成しており、羽田空港においては、ビデオカメラＢ２と、テレビＣ２１、Ｃ２
２、Ｃ２３とは、図示しないパソコンを介してマルチキャストルータＡ２とネットワーク
で接続されてサブネットＤ２を構成しており、大阪空港においては、ビデオカメラＢ３と
、テレビＣ３１、Ｃ３２、Ｃ３３とは、図示しないパソコンを介してマルチキャストルー
タＡ３とネットワークで接続されてサブネットＤ３を構成しており、福岡空港においては
、ビデオカメラＢ４と、テレビＣ４１、Ｃ４２、Ｃ４３とは、図示しないパソコンを介し
てマルチキャストルータＡ４とネットワークで接続されてサブネットＤ４を構成している
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。
【００１０】
マルチキャストルータＡ１、Ａ２、Ａ３、Ａ４は、ネットワーク上を流れる動画データを
他のネットワークに中継する機器であり、複数の相手を指定して同一データを送信するマ
ルチキャストに対応している。
【００１１】
ビデオカメラＢ１、Ｂ２、Ｂ３、Ｂ４は、各空港もしくは各空港の近傍都市の様子が撮影
できる位置に設置されており、気象情報として映像を用いる場合には、屋外の様子を撮影
するように設置することが好適である。
【００１２】
次に、本実施の形態の動作について図２乃至図４を参照して詳細に説明する。図２は、本
発明に係る空港間動画配信システムの実施の形態の動作を説明するためのフローチャート
であり、図３は、本発明に係る空港間動画配信システムの実施の形態の動画データの送信
経路を説明するための説明図であり、図４は、本発明に係る空港間動画配信システムの実
施の形態の羽田空港における表示例を示す図である。
【００１３】
新千歳空港からの映像が羽田、大阪、福岡の各空港で表示される例を説明する。まずは新
千歳の映像を表示するため、サブネットＤ１のビデオカメラＢ１と、サブネットＤ２のテ
レビＣ２１、サブネットＤ３のテレビＣ３１、サブネットＤ４のテレビＣ４１とで適当な
マルチキャストアドレスＭ１を用いてマルチキャストグループＧ１を構成する（ステップ
Ｓ１）。
【００１４】
なお、マルチキャストグループＧ１は、メンバがサブネットＤ１、Ｄ２、Ｄ３、Ｄ４に跨
って構成されているため、距離ベクトル型経路制御方式のプロトコル（ Distance-Vector
　 Multicast Routing Protocol；以下、ＤＶＭＲＰと称す）等を用いて、マルチキャスト
パケットの各マルチキャストルータＡ１、Ａ２、Ａ３、Ａ４越えを可能とする。
【００１５】
サブネットＤ１のビデオカメラＢ１で新千歳空港もしくは新千歳空港の近傍都市の様子を
撮影し（ステップＳ２）、ビデオカメラＢ１で撮影した映像は、図示しないパソコン上で
動画データに変換され（ステップＳ３）、変換された動画データがマルチキャストパケッ
トとしてマルチキャストルータＡ１に対し宛先がマルチキャストアドレスＭ１で送信され
る（ステップＳ４）。
【００１６】
マルチキャストルータＡ１では、マルチキャストアドレスＭ１宛ての動画データは、ＤＶ
ＭＲＰに基づいてマルチキャストルータＡ２に送信することになっているため、受信した
動画データをマルチキャストルータＡ２に送信する（ステップＳ５）。
【００１７】
マルチキャストルータＡ２では、マルチキャストアドレスＭ１宛ての動画データは、ＤＶ
ＭＲＰに基づいてテレビＣ２１とマルチキャストルータＡ３とに送信することになってい
るため、受信した動画データをテレビＣ２１とマルチキャストルータＡ３とに送信する（
ステップＳ６）。
【００１８】
以下同様に、動画データは、テレビＣ３１とマルチキャストルータＡ４に送信され（ステ
ップＳ７）、テレビＣ４１に送信されることによって（ステップＳ８）、マルチキャスト
グループＧ１内全てのメンバに動画データが配信される。
【００１９】
以上説明の手順により、新千歳で撮影した映像は、動画データとしてネットワークを介し
、リアルタイムに羽田、大阪、福岡の各空港に配信されることになり、新千歳以外で撮影
された映像も同様の手順により、各空港に配信される。
【００２０】
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以上説明したように、本実施の形態によれば、空港間を結ぶネットワーク上で動画データ
を配信しあうことで、利用者に目的地の気象情報を映像として視覚的に提供し、利用者に
目的地の気象情報を実感として伝えることで、より良い利用者サービスを行うことができ
、空港利用者の集客能力の向上を行うことができるという効果を奏する。
【００２１】
すなわち、本実施の形態によれば、例えば、気温 10度というよりも、コートを深々と着て
いる人を見るほうが、どの位寒いというような情報がダイレクトに伝わり、空港利用者の
一番知りたがっている、目的地の情報を一瞬にして得ることができ、飛行機で移動する場
合には、国内であれば１、２時間で目的地に到着できるため出発時の目的地の天候や気温
状態から、到着時の状況を想定できるという効果を奏する。
【００２２】
本実施の形態では、各テレビＣ１１、Ｃ１２、Ｃ１３、Ｃ２１、Ｃ２２、Ｃ２３、Ｃ３１
、Ｃ３２、Ｃ３３、Ｃ４１、Ｃ４２、Ｃ４３は、各空港のビデオカメラＢ１、Ｂ２、Ｂ３
、Ｂ４と１対１に対応しているが、各テレビＣ１１、Ｃ１２、Ｃ１３、Ｃ２１、Ｃ２２、
Ｃ２３、Ｃ３１、Ｃ３２、Ｃ３３、Ｃ４１、Ｃ４２、Ｃ４３側で別のマルチキャストグル
ープに参加することで、他のビデオカメラＢ１、Ｂ２、Ｂ３、Ｂ４で撮影した映像の動画
データを受信することが可能である。
【００２３】
すなわち、新千歳空港（サブネットＤ１）のビデオカメラＢ１が属するマルチキャストグ
ループＧ１と、羽田空港（サブネットＤ２）のビデオカメラＢ２が属するマルチキャスト
グループＧ２とがあった場合、大阪空港（サブネットＤ３）のテレビＣ３１側でマルチキ
ャストグループＧ１に参加するかマルチキャストグループＧ２に参加するかを選択するこ
とにより、１台のテレビＣ３１に新千歳空港もしくは羽田空港からの情報を選択的に表示
することができる。
【００２４】
なお、マルチキャストグループの選択は、タッチパネル等の入力手段により利用者に選ば
せても良く、また、発券機等の利用者の目的地を情報として検知することができる機器と
連動させ、利用者が目的地を意識して選択することなく、利用者の目的地からの動画デー
タを受信することができるマルチキャストグループを選択できるようにしても良い。発券
機と連動させた場合には、発券機の近傍にテレビを設置することで、チケット購入時やチ
ェックイン時に、利用者が指定することなく、目的地の空港の気象情報を確認することが
可能になる。
【００２５】
なお、本発明が上記各実施形態に限定されず、本発明の技術思想の範囲内において、各実
施形態は適宜変更され得ることは明らかである。また、上記構成部材の数、位置、形状等
は上記実施の形態に限定されず、本発明を実施する上で好適な数、位置、形状等にするこ
とができる。なお、各図において、同一構成要素には同一符号を付している。
【００２６】
【発明の効果】
本発明の空港間動画配信システムおよび空港間動画配信方法は、空港間を結ぶネットワー
ク上で動画データを配信しあうことで、利用者に目的地の気象情報を映像として視覚的に
提供し、利用者に目的地の気象情報を実感として伝えることで、より良い利用者サービス
を行うことができ、空港利用者の集客能力の向上を行うことができるという効果を奏する
。
【００２７】
すなわち、本発明の空港間動画配信システムおよび空港間動画配信方法は、例えば、気温
10度というよりも、コートを深々と着ている人を見るほうが、どの位寒いというような情
報がダイレクトに伝わり、空港利用者の一番知りたがっている、目的地の情報を一瞬にし
て得ることができ、飛行機で移動する場合には、国内であれば１、２時間で目的地に到着
できるため出発時の目的地の天候や気温状態から、到着時の状況を想定できるという効果
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を奏する。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明に係る空港間動画配信システムの実施の形態のシステム構成図である。
【図２】本発明に係る空港間動画配信システムの実施の形態の動作を説明するためのフロ
ーチャートである。
【図３】本発明に係る空港間動画配信システムの実施の形態の動画データの送信経路を説
明するための説明図である。
【図４】本発明に係る空港間動画配信システムの実施の形態の羽田空港における表示例を
示す図である。
【符号の説明】
Ａ１～Ａ４　マルチキャストルータ
Ｂ１～Ｂ４　ビデオカメラ
Ｃ１１～Ｃ４３　テレビ
Ｄ１～Ｄ４　サブネット
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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